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Ⅰ 募集人員  

 

研研  究究  科科  名名  専専  攻攻  名名  募募  集集  人人  員員  

保保健健医医療療学学研研究究科科  看看護護学学専専攻攻  ５５人人(社会人選抜を含む。)  

Ⅱ 選抜区分  

｢一般選抜｣及び｢社会人選抜｣を行います。ただし、出願できるのはいずれか一方であり、出

願後に選抜区分を変更することはできません。 

Ⅲ 出願資格  

１ 一般選抜 

出願できる者は、次の各号のいずれかに該当する者とします。 

(1)  学校教育法第83条に定める大学を卒業した者及び2025（令和７）年３月卒業見込みの者 

(2)  学校教育法第104 条第７項の規定により学士の学位を授与された者及び2025（令和７）

年３月までに授与される見込みの者 

(3)  外国において、学校教育における16年の課程を修了した者及び2025（令和７）年３月修

了見込みの者 

(4)  外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該

外国の学校教育における16 年の課程を修了した者及び2025（令和７）年３月修了見込みの

者 

(5)  我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の

課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度におい

て位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し

た者及び2025（令和７）年３月修了見込みの者 

(6) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国

の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして

文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が３年以上である課程を修

了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修するこ

とにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校制度において位置付けられた教育施設

であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により、学士の学

位に相当する学位を授与された者及び2025（令和７）年３月までに学位を授与される見込み

の者 

(7)  専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準

を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後

に修了した者及び2025（令和７）年３月までに修了見込みの者 

(8) 学校教育法施行規則第155条第１項第６号の規定により文部科学大臣の指定した者 

(9) 学校教育法第102条第２項の規定により他の大学院に入学した者であって、本学大学院に

おいて、大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認めた者 

(10) 本学大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力

があると認めた者で、2025（令和７）年４月１日までに22歳に達している者 
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(11) 学校教育法第83条に定める大学に３年以上在学した者又はこれに準ずる者として学校 

教育法施行規則第160条に規定する者であって、本学大学院において、本学の所定の単位を

優秀な成績で修得したと認める者 

※ 出願資格(10)により出願を希望する者は、出願前に個別の出願資格審査が必要です(｢Ⅴ 出願資

格審査｣を参照してください。）。 

 

２ 社会人選抜 

出願できる者は、次の基準をすべて満たす者とします。 

(1) 「１ 一般選抜」の出願資格の条件を満たす者 

(2) 看護師、保健師又は助産師の免許を有する者 

(3)  (2)の各国家資格者として、通算３年以上の実務経験を有している者又は2025（令和７）

年３月31日までに通算３年以上の実務経験が見込まれる者 

※ 実務経験とは、医療機関並びに看護学関係の教育・研究・行政機関での従事とします。詳細につ

いては、事前相談の際、教員に相談してください。 

注 大学院設置基準に基づく授業時間などの特別措置 

     社会人の方が働きながら学べるよう、大学院設置基準第14条の規定により、必要に応じ

て、夜間、土曜その他特定の時間又は時期に授業・研究指導を行う途を設けています。 

また、申し出により標準修業年限(２年)を超える一定期間の計画的な履修を認めること

も可能としていますので、希望される方は、次の「Ⅳ 事前相談」による相談の際に、あ

わせて教員に相談してください。 

Ⅳ 事前相談  

出願を希望する者は、全員、出願前に入学後の研究等について、教員と相談することが必要

です。 

希望する特別研究の専門領域と教員の選択に当たっては、看護学特別研究（26～29ページ）

の「講義等の内容」及び「担当教員」を参照してください。 

事前相談の申込みは、2024（令和６）年8月13日(火)～9月24日(火)までに、香川県立保健

医療大学事務局教務・学生担当(TEL087-870-1212)まで連絡し、希望する教員と事前相談を行っ

てください。なお、この申込みの受付時間は、午前９時から午後５時まで(土曜、日曜及び祝日

を除く)とします。 

また、次の「Ⅴ 出願資格審査」を希望する者は、当該申請前まで(2024（令和６）年 9 月

24 日(火)まで)に事前相談をすませておく必要がありますので、留意してください。 

Ⅴ 出願資格審査  

一般選抜出願資格(10)(社会人選抜で一般選抜出願資格(10)に該当する者を含む)で出願を希

望する者は、あらかじめ、出願資格の審査を行いますので、「２ 提出書類」を封筒(封筒表面

に「保健医療学研究科出願資格審査申請書類在中」と朱書きしてください)に入れ、「「書書留留郵郵

便便」」でで郵郵送送又は持持参参してください。 
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１ 申請期間 

   22002244（（令令和和６６））年年99月月1111日日((水水))かからら99月月2244日日((火火))ままでで  

    ・郵送する場合  9月 24 日(火)午午後後５５時時必必着着とします。 

    ・持参する場合  受付時間は午前９時から午後５時までとします。 

ただし、土曜、日曜及び祝日は受け付けません。 

２ 提出書類 

   提出書類のうち、「大学ホームページからダウンロード」と記載のある書類は、本学ホー 

   ムページ（https://www.kagawa-puhs.ac.jp/admission/）からダウンロードして印刷・記入 

してください。 

    （「本学入試情報ページ」→「入学試験 大学院 入試について」→ 

     「看護学専攻 博士前期課程【研究コース】」→「募集要項・出願書類」） 

(1) 一般選抜、社会人選抜共通 

① 出願資格審査申請書(大学ホームページからダウンロード) 

② 最終出身学校等の卒業(見込)又は修了(見込)証明書 

③ 最終出身学校等の成績証明書又は調査書等(出身学校等の長が作成し、厳封したもの) 

④ 審査結果通知返信用封筒(長形３号の封筒の表面に申請者の住所、氏名、郵便番号を記

載し、460円分（簡易書留料金含む）の郵便切手を貼付したもの) 

(2) 社会人選抜及び一般選抜出願資格(10)に該当する者のみ 

① 在職期間証明書(大学ホームページからダウンロード) 

② 免許証の写し(看護師、保健師又は助産師の国家資格に係る免許証の写し(Ａ４サイズ

に縮小のこと)) 

※１ 上記書類の作成に際しては、｢Ⅵ-２【STEP４】（２）提出が必要な出願書類等｣の摘要欄

及び「Ⅶ入学願書等の記入要領」を参照してください。 

※２ 申申請請書書類類受受理理後後はは、、提提出出さされれたた書書類類はは、、理理由由ののいいかかんんをを問問わわずず返返還還ししまませせんん。。 

※３ 婚姻等による改姓により、現在の氏名と卒業証明書、免許証等の氏名が相違する場合は、 

戸籍抄本を提出してください。 

      ※４ 郵便料金の改定が行われた場合は、新料金の切手を貼付してください。 

３ 提出先 

   〒761-0123 

    香川県高松市牟礼町原281番地1 

    香川県立保健医療大学事務局 教務・学生担当（TEL 087-870-1212） 

 ４ 審査結果の通知 

出願資格の審査結果は、本人あてに郵送します。 

2024（令和６）年 10 月８日(火)までに届かない場合は、前記「３ 提出先」に電話で照会

してください。なお、認定された方は、所定の期間内に出願手続をしてください。 
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Ⅵ 出願手続  

 １ 出願期間及び出願方法 

 

 22002244（（令令和和６６））年年1100月月９９日日((水水))かからら1100月月1166日日((水水))ままでで  

    ・郵送する場合  10月 16 日(水)当当日日消消印印有有効効とします。 

    ・持参する場合  受付時間は午前９時から午後５時までとします。 

ただし、土曜、日曜及び祝日は受け付けません。 

 

 出願は、上記期間内に①「香川県電子申請・届出システム」でのインターネット出願登録、

②入学選考料の納付、③出願書類等の提出によって完了します。（①②③のすべてを行わなけ

れば出願が受け付けられません。） 

 

※ 「香川県電子申請・届出システム」は、緊急の作業等のためシステムを停止する場合 

  があるほか、受付期間終了の直前はシステムが混み合う可能性があるので、余裕をも 

  って申し込みください。なお、使用される機器や通信回線上の障害等によるトラブル 

については一切責任を負いません。 

 

２ 出願の流れ 

STEP１ STEP２ STEP３ STEP４ 

・受験票の受取 

・受験 出願前の確認 
・利用者登録 

・インターネット出願登録 

入学選考料の

納付 

出願書類等

の提出 

 

【STEP１】出願前の確認 

（１）必要なインターネットの環境 

     「香川県電子申請・届出システム」を利用してインターネット出願登録を行います。下 

記URL又はQRコードからアクセスしてください。なお、必要なインターネットの環境や 

システムの使い方は、システム内の「ヘルプ」を参照してください。 

     香川県電子申請・届出システム 

     URL： https://apply.e-tumo.jp/pref-kagawa-u/offer/offerList_initDisplay 

      大学ホームページからもアクセスできます。 

      URL： https://www.kagawa-puhs.ac.jp/admission/ 

      「本学入試情報ページ」→「入学試験 大学院 入試について」→ 

      「看護学専攻 博士前期課程【研究コース】」→「インターネット出願登録を行う」 

 

          

香川県電子申請・　届出システム 大学ホームページ
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（２）印刷できる環境の確認 

   入学願書等のファイルを印刷する必要があるため、印刷できる環境が必要です。自宅 

にプリンターがない場合は、学校やコンビニエンスストア等の印刷できる環境を事前に確 

認してください。 

 

【STEP２】利用者登録・インターネット出願登録 

 ※今後変更になる場合がありますので、最新情報は「香川県電子申請・届出システム」で確認し 

てください。 

（１）利用者登録 

   「香川県電子申請・届出システム」の「利用者登録」において、利用者情報を登録して 

  ください。利用者登録せずに、インターネット出願登録を行うことはできません。 

     〇利用者登録説明を読み、同意して進んでください。 

     〇利用者区分、メールアドレスを入力して、登録してください。 

     〇登録後にメールが送信されますので、メールを確認し、記載されたURLより利用者情

報登録（パスワード、氏名、住所等）を行ってください。 

 

（２）インターネット出願登録 

     「香川県電子申請・届出システム」にアクセスして、インターネット出願登録を行って

ください。 

〇「手続き申込」の検索キーワード欄に「香川県立保健医療大学大学院 インターネッ

ト出願登録」と入力し、手続き一覧に表示された「2025（令和７）年度香川県立保健

医療大学大学院 保健医療学研究科 インターネット出願登録」をクリックしてくださ

い。 

〇（ログインしていない場合）「利用者登録」にて登録したID・パスワードを入力して、

ログインしてください。 

〇手続き説明をすべて読み、同意して進んでください。 

     〇学生募集要項を参照しながら、下記項目を入力して確認へ進んでください。 

 

      ■インターネット出願登録の注意事項 

番号 入力項目 注意事項 

１ 志願課程等 〇志願する課程・専攻・選抜区分を選択してください。 

２ 出願資格 〇出願資格、学校名等及びその卒業年月を入力してくだ

さい。 

〇出願前の出願資格審査で認定を受けた者は、その認定

番号を入力してください。 

〇看護師、保健師又は助産師の免許を有している者は、

その免許の種類、取得年月日及び免許番号を入力して

ください。 
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３ 志願者情報 〇顔写真は志願者本人の写真データをアップロードして 

 ください。 

 【顔写真の規格】 

  ・無帽、正面、本人のみの上半身、背景なし、受験

時に眼鏡を着用する場合は必ず眼鏡を着用して撮

影されたもの 

 ・縦横比がおよそ４：３で撮影されたもの 

  ・出願前６カ月以内に撮影したもの 

  ・カラー・白黒のどちらでも可 

・ファイルサイズ：３MB以内 

・ファイル形式： png、jpeg、jpgのいずれか 

〇住所は、都道府県名から正確に記入し、アパート名、

号室等も省略せずに入力してください。 

４ 合格通知送付先 〇合格通知の送付先について、「現住所」と異なる送付

先がある場合は入力してください。 

５ 納付情報 〇希望する納付方法を選択してください。 

〇選択した納付情報は、インターネット出願登録完了後

は変更できません。 

 

〇「PDFプレビュー」で内容を確認し、修正が無い場合は、「申込む」をクリックして 

 ください。 

〇申込完了画面が表示された後、「PDFファイルを出力する」をクリックし、入学願書、

写真票・受験票を片片面面印印刷刷してください。 

 

【STEP３】入学選考料の納付 

 入学選考料は30,000円です。 

 下記いずれかの方法で納付してください。 

（１）インターネット出願登録で「キャッシュレス決済」を選択した場合 

    〇「香川県電子申請・届出システム」の「申込内容照会」をクリックし、手続き名「2025 

（令和７）年度 香川県立保健医療大学大学院 保健医療学研究科 インターネット出願 

登録」の「詳細＞」をクリックして納付へ進んでください。 

〇納付情報の「Omni Payment Gateway（NTTデータ決済代行）でお支払い」をクリックし、 

決済方法を下記から選択して支払いへ進んでください。 

 ・クレジットカード 

   カード情報を入力すれば、決済が完了します。クレジットカードの名義人は志願者 

と同一である必要はありません。 

 ・PayPay、au PAY、ｄ払い 

   画面に従って操作を行うと、決済が完了します。 
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（２）インターネット出願登録で「普通為替証書を購入して送付」を選択した場合 

     「香川県電子申請・届出システム」での操作は終了となります。ゆうちょ銀行又は郵便 

    局にて普通為替証書を購入し、出願書類等とともに提出してください。 

     ※香川県電子申請・届出システムから納付することはできません。 

 

【STEP４】出願書類等の提出 

  志願者は、出願書類等を一括して封筒に入れ、「書留郵便」で郵送又は持参してください。 

  （１）提出用封筒を準備 

    角形２号封筒を準備し、本学ホームページからダウンロードした「宛名シート①（出願書 

   類等提出用）」を貼り付けてください。 

 

 （２）提出が必要な出願書類等 

   出願書類等のうち、下記の摘要欄に「大学ホームページからダウンロード」と記載のある 

  書類は、本学ホームページ（https://www.kagawa-puhs.ac.jp/admission/）からダウンロー 

ドして印刷・記入してください。 

    （「本学入試情報ページ」→「入学試験 大学院 入試について」→ 

     「看護学専攻 博士前期課程【研究コース】」→「募集要項・出願書類」） 

 

出願書類等 

選抜区分 

摘     要 
一 

 

般 

社 

会 

人 

入学願書 ◎ ◎ 
(香川県電子申請・届出システムからダウンロード) 

 入学願書を片片面面印印刷刷してください。 

履歴書 ◎ ◎ 

(大学ホームページからダウンロード) 

 「Ⅶ 入学願書等の記入要領」を参照して、必要事項を

記入してください。 

写真票・受験票 ◎ ◎ 
(香川県電子申請・届出システムからダウンロード) 

 写真票・受験票を片片面面印印刷刷してください。 

卒 業 ・ 修 了 

（見込）証明書 
◎ ◎ 

最終出身大学等の長又は出願資格に該当する出身学校長

が作成したものを提出してください。なお、本学を卒業見

込の者は提出する必要はありません。 

※ ｢Ⅴ 出願資格審査｣で提出した場合は不要です。 

成 績 証 明 書  ◎ ◎ 

最終出身大学等の長又は出願資格に該当する出身学校長

が作成し、厳封したものを提出してください。 

なお、成績証明書の成績欄に編入学等により認定されて

いる科目がある場合には、編入学前の学校の成績証明書も

併せて提出してください。 

※ ｢Ⅴ 出願資格審査｣で提出した場合は不要です。 
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出願書類等 

選抜区分 

摘     要 
一 

 

般 

社 

会 

人 

学士の学位授与 

（見込）証明書等 
○ ○ 

｢Ⅲ 出願資格｣の１－(2)で出願する者が提出してくだ

さい。 

学位授与機構が発行する学士の学位授与(見込)証明書 

若しくは短期大学長又は高等専門学校長の発行する学位授

与申請(予定)証明書を提出してください。 

志 願 理 由 書  ◎ ◎ 

(大学ホームページからダウンロード) 

本研究科への志望動機、志望専攻・コース・領域におい

て希望する研究テーマを記入してください。 

在職期間証明書 ○ ◎ 

(大学ホームページからダウンロード) 

｢Ⅲ 出願資格｣の１－(10)又は社会人選抜で出願しよう

とする者が提出してください。 

※ ｢Ⅴ 出願資格審査｣で提出した場合は不要です。 

承 諾 書 ○ ○ 

(大学ホームページからダウンロード) 

在職のまま出願しようとする者は、所属長による承諾書

を提出してください。 

免 許 証 の 写 し ○ ◎ 

｢Ⅲ 出願資格｣の１－(10)又は社会人選抜で出願しよう

とする者が提出してください。 

看護師、保健師又は助産師の免許証の写しをＡＡ４４ササイイズズ

にに縮縮小小してください。 

※ ｢Ⅴ 出願資格審査｣で提出した場合は不要です。 

普 通 為 替 証 書 

（入 学 選 考 料） 
〇 〇 

入学選考料の納付方法で「普通為替証書を購入して送付」

を選択した者は提出してください。 

※※  普普通通為為替替証証書書ににはは何何もも記記入入ししなないいででくくだだささいい。。  

証券送付書 〇 〇 

(大学ホームページからダウンロード) 

 入学選考料の納付方法で「普通為替証書を購入して送付」

を選択した者は提出してください。 

受 験 票 返 送 用 封 筒 ◎ ◎ 

(大学ホームページからダウンロード) 

 長形３号封筒を準備し、宛名シート②（受験票返送用）

を貼り付けてください。宛名シートには、住所、氏名、郵

便番号を記入し、切手を貼付してください。手続き完了後、

受験票を返送します。  
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出願書類等 

選抜区分 

摘     要 
一 

 

般 

社 

会 

人 

出 願 書 類 等 

チ ェ ッ クシ ー ト 
◎ ◎ 

(大学ホームページからダウンロード) 

出願書類等に不足がないか確認し、チェックして提出し

てください。 

※１ ◎印は全員必須、○印は該当者のみ提出する書類です。 

※２ 外国語で作成された書類には、必ず日本語訳を添付してください。それが困難な場合

は、相談してください。 

※３ 郵便料金の改定が行われた場合は、新料金の切手を貼付してください。 

※４ 婚姻等による改姓により、現在の氏名と卒業証明書、免許証等の氏名が相違する場合

は、戸籍抄本を提出してください。ただし、｢Ⅴ 出願資格審査｣で提出した場合は不要

です。 

※５ 日本国籍を有しない者は、入学に際して、別途提出いただく書類があります。 

 ３ 出願先 

   〒761-0123 

    香川県高松市牟礼町原281番地1 

    香川県立保健医療大学事務局 教務・学生担当（TEL 087-870-1212） 

 

 ４ 出願上の注意 

(1) 出願書類等に不備がある場合は、受理できませんので、十分注意してください。 

(2) 出願書類等に虚偽の記入をした者は、入学後であっても、入学許可を取り消すことがあり

ます。 

(3) 受受理理ししたた出出願願書書類類等等及及びび入入学学選選考考料料はは、、理理由由ののいいかかんんをを問問わわずず返返還還ししまませせんん。。 

(4) インターネット出願登録完了後は、出願事項（志願課程等）の変更は認めませんので、注

意してください。 

(5) 出願手続を完了した者には、受験票を郵送します。 

なお、2024（令和６）年10月22日（火）になっても受験票が届かない場合は、前記「３ 

出願先」に電話で照会してください。 

(6) 障がいがある等、受験上特別な措置及び修学上特別な配慮を必要とする可能性がある入学

志願者は、2024（令和６）年９月24日(火)までに、あらかじめ前記｢３ 出願先｣に連絡し、

相談してください。 

(7) 出願書類等から取得した個人情報は、入学試験に係る資料としてのみ利用し、取得した個

人情報を第三者に提供することはありません。 
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Ⅶ 入学願書等の記入要領  

◎ 共通事項 

・ ※印の欄には、記入しないこと。 

・ ※印の欄を除き、各書類の注意事項等にそって必要事項を入力・記入すること。 

・ 記入に当たっては、黒色のペン又はボールペンを使用し、楷書ではっきりと記入すること。

パソコン入力可能な出願書類等については、パソコンで入力した書類等の提出を認めます。 

・ 香川県電子申請・届出システム及び大学ホームページからダウンロードする出願書類等は、

A4用紙に片片面面印印刷刷してください。 

○ 入学願書 

・ インターネット出願登録後、志願者情報（氏名・住所・電話番号等）に誤りがあった場合は、

該当箇所を二重線で消し、赤字で修正後の内容を記入すること。 

○ 履歴書 

 ・ 西暦で入力すること。 

 ・ 学歴は、高等学校卒業から入力し、大学は学部・学科（課程・専攻）名まで入力すること。

職歴がある場合は、勤務先等を入力すること。なお、欄が不足する場合は、別紙として添付す

ること。 

○ 写真票・受験票 

・ 写真票・受験票・確認事項は切り離さないで提出すること。 

○ 出願資格審査申請書 

・ ｢フリガナ｣は必ず記入すること。 

・ 西暦で記入すること。 

・ ｢履歴事項｣欄の｢学歴｣は、高等学校卒業から記入し、大学は学部・学科（課程・専攻）名ま

で記入すること。職歴がある場合は、勤務先等を記入すること。なお、欄が不足する場合は、

別紙として添付すること。 

また、看護師、保健師又は助産師の免許を有している者は、｢免許｣欄に取得年月日及び免許

番号を記入すること。 

 ・ ｢現住所｣及び｢審査結果通知先｣欄は、都道府県名から正確に記入し、アパート名、号室等も

省略せずに記入するとともに、郵便番号を必ず記入すること。また、提出後に変更があった場

合は、直ちに連絡すること。 

なお、｢審査結果通知先｣が｢現住所｣と同じ場合は、｢同上｣と記入すること。 

 ・ 誤って記入した場合は、該当箇所を二重線で消し、赤字で修正後の内容を記入すること。 

上記の他、各書類等に記載している注意事項に従って記入すること。 
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Ⅷ 選抜方法等  

入学者の選抜は、学力試験（専門科目、英語）及び面接の結果並びに出願書類等を総合して、

総合得点で合否を判定します。 

なお、 総合得点が同点の場合は、専門科目の点数が高い者を優先します。 

１ 試験科目等    

科 目 等 配  点 備  考 

専門科目 200 専攻に関する問題 

英  語 100 英和辞書１冊の持込可（電子辞書は不可） 

面  接 100 個人面接 

※ 配点は、一般選抜と社会人選抜では異なります。 

 

区 分 科目等 配 点 

一 般 選 抜 

専門科目 ２００ 

英  語 １００ 

面  接 １００ 

合 計 ４００ 

社 会 人 選 抜 

専門科目 ２２５ 

英  語  ７５ 

面  接 １００ 

合 計 ４００ 

※ 社会人選抜は、一般選抜と同様に、専門科目は200点満点、英語は100点満点で 

採点し、専門科目を1.125倍とし、英語を0.75倍とします。 

 

２ 試験日程（一般選抜・社会人選抜共通） 

試 験 日 試験科目等 時  間 

2024（令和６）年 

10 月 26 日（土） 

受 験 者 集 合 9:00   

注意事項等連絡 9:00  ～ 9:15 

専  門  科  目 9:20 ～ 10:50 

英    語 11:10 ～ 12:10 

昼    食 12:10 ～ 13:00 

受 験 者 集 合 13:00   

面    接 13:10 ～  

３ 受験上の注意事項 

(1) 入学試験当日は、午前９時までに試験室に入り、受験票を机の上に置いて着席してくださ

い。 

なお、受験票を忘れた場合は、係員に申し出て指示を受けてください。 
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(2) 集合時間に遅刻した場合は、学力試験開始後30分以内の遅刻に限り受験を認めます。た

だし、試験時間の延長及び面接試験における遅刻は認めません。 

なお、面接は受験者ごとに開始時間が異なりますので、注意してください。 

また、学力試験を受験しなかった者は、面接を受けることはできません。 

  (3)  試験会場では、監督者の指示に従ってください。 

  (4) 机の上には、受験票・ＨＢ又はＢの鉛筆（シャープペンシル）・消しゴム・時計（計時機

能だけのもの）・英和辞書１冊（英語の試験のみ（電子辞書の持込みは不可））以外のも

のは置かないでください。 

  (5) 携帯電話、スマートフォン等は、電源を切ってカバンの中にしまっておいてください。 

  (6) 昼食（飲み物を含む）は各自で準備してください。校内の自動販売機は利用できません。 

 

４ 試験会場 

   香川県立保健医療大学 

    香川県高松市牟礼町原281番地1 

     TEL 087-870-1212 

※１ 試験会場は、最終ページの入入学学試試験験会会場場案案内内図図を参照してください。 

※２ 試験会場の下見はできますが、建物内への立入りはできません。 

※３ 合否電報・電話の取扱い等の勧誘をする者があっても、本本学学ととはは一一切切関関係係ががあありりまま

せせんん。 
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Ⅸ 合格発表  

 １ 発表日・発表方法 

22002244（（令令和和６６））年年 1100 月月 3311 日日((木木))午午前前９９時時に、香川県立保健医療大学 アプローチ広場掲

示板に合格者の受験番号を掲示するとともに、合格者には、文書で通知します。 

また、本学のホームページ（ https://www.kagawa-puhs.ac.jp/ ）上においても、合格者受

験番号を掲載します(同日午前９時過ぎの予定。）。 

なお、ホームページ掲載は、本学が情報提供の一環として行うものであり、公式の合格発表

は、本学掲示板、合格通知書で行います。 

 ２ 追加合格 

入学手続者が入学定員に満たなかった場合には、追加合格を行うことがあります。 

追加合格は、2024（令和６）年11月８日（金）午後５時以降、該当者あてに入学願書に記載

された連絡先に電話で通知します。この電話連絡は、2024（令和６）年11月11日（月）まで

に行うよう配慮しますので、この期間は、入学願書の連絡先に所在する等、本人と直接連絡が

取れるようにしておいてください。 

なお、追加合格者の入学手続等については、追加合格通知時に指示します。 

３ その他 

(1) 電電話話等等にによよるる合合否否のの問問いい合合わわせせににはは、、一一切切応応じじまませせんん。。  

(2) 合否以外の受験に関する問い合わせは、志願者本人が行ってください。 

(3)  入学試験成績の情報提供については、受験者本人の請求に基づき、次の要領により提供し

ます。 

・請求期間 

2024（令和６）年10月31日(木)～2024（令和６）年12月２日(月) (土曜、日曜及

び祝日を除く。)  

・提供内容 

科目別得点及び総合得点 

・請求方法 

受受験験者者本本人人が、本学事務局窓口に本学の受験票を持参のうえ、請求してください。

（受付時間は、９：00～12：00及び 13：00～17：00です。） 

－ 13 －
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Ⅹ 入学手続等  

１ 入学手続の期間 

22002244（（令令和和６６））年年1111月月５５日日((火火))かからら1111月月８８日日((金金))ままでで  

   ・郵送する場合  11月８日(金)午午後後５５時時必必着着とします。 

   ・持参する場合  受付時間は午前９時から午後５時までとします。 

２ 手続場所 

〒761-0123 

    香川県高松市牟礼町原281番地1 

    香川県立保健医療大学事務局 教務・学生担当（TEL 087-870-1212） 

３ 入学手続 

(1)  上記２の場所へ、「４ 提出書類等」を一括し、書留扱いの郵便又は直接持参により提出

してください。 

(2) 上記１の期間内に入学手続を完了しない場合は、入学を辞退したものとして取り扱います。 

(3) 入学手続を行うのは、代理人でも差し支えありません。 

(4) 入入学学金金はは、、納納入入後後、、理理由由ののいいかかんんをを問問わわずず返返還還ししまませせんん。。 

(5) 詳細については、合格通知時に通知します。 

４ 提出書類等 

(1) 誓約書(本学所定様式) 

(2) 卒業(修了)証明書(卒業(修了)見込みで受験した者は、卒業(修了)証明書を別途指示する

日までに提出すること。) 

(3) 学位授与証明書(学位授与見込みで受験した者は、学位授与証明書を別途指示する日まで

に提出すること。) 

(4) 入学金の領収書のコピー 

(5) 縦４cm×横３㎝の同じ写真２枚(正面上半身無帽、背景なし、最近６か月以内に撮影した

もの、カラー、裏面に専専攻攻名名・・氏氏名名を明記したもの) 

(6) ア 本人が2024（令和６）年４月１日以前から香川県内に住所を有している場合 

本人の住民票（マイナンバーの表示がないもの） 

イ 本人の配偶者又は一親等の親族が2024（令和６）年４月１日以前から香川県内に住 

所を有している場合 

    配偶者又は一親等の親族の住民票（マイナンバーの表示がないもの）及び本人との関 

係を証明する戸籍抄本 

 ５ 入学金（予定金額） 

(1) 県内者      197,400円 

(2) 上記以外の者   366,600円 

※ 「県内者」とは、2024（令和６）年４月１日以前から引き続き香川県内に住所を有する者並び

にその配偶者及び一親等の親族をいいます。 

－ 14 －
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６ 授業料（予定金額） 

(1) 年額 535,800円 

(2) 各年度に係る授業料は、前期及び後期の２学期に区分して納付するものとし、それぞれの

学期において納付する額は、年額の２分の１に相当する額とします。 

① 前期納付期限 ４月末日 （267,900円） 

② 後期納付期限 10月末日（267,900円） 

(3) 在学中に授業料の改定が行われた場合には、改定時から新たな授業料が適用されます。 

７ 授業料等減免制度 

経済的理由その他やむを得ない事情により授業料等の納付が困難であり、かつ学業成績が

優秀であると認めた学生に対し、授業料等の全部又は一部を免除する制度等があります。 

８ 奨学金制度 

独立行政法人日本学生支援機構による奨学金には、第一種奨学金(無利子)と第二種 

奨学金(有利子)の制度があります。 

・ 第一種奨学金 

特に優れた学生で経済的理由により著しく修学に困難がある者 

貸与月額（2024（令和６）年度） 50,000円、88,000円のうち希望額を選択 

・ 第二種奨学金 

優れた学生で経済的理由により修学に困難がある者 

貸与月額（2024（令和６）年度） 50,000円、80,000円、100,000円、130,000円、

150,000円のうち希望額を選択 

※ 詳細については、独立行政法人日本学生支援機構ホームページ(https://www. 
jasso.go.jp/)を確認ください。 

９ その他の必要経費等 

入学後には、教科書、教材等に係る経費及び後援会費等が別途必要になります。 

後援会費については次のとおりです。 

・年会費          20,000円 

・教材用経費等 ２年間分 30,000円 

・納付期限 ４月末日（年会費は、２年次も必要です。）。 

なお、学生は傷害事故及び賠償事故等についての保険に加入しますが、当該保険料は後援

会費の中から負担します。 

10 その他 

学生寮はありません。 

ⅩⅠ ホームページ  

大学案内や入試情報を掲載したホームページを開設しています。 

 ＵＲＬ  https://www.kagawa-puhs.ac.jp/ 

 

－ 15 －
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ⅩⅡ 問い合わせ先  

香川県立保健医療大学事務局 教務・学生担当 

〒761-0123 

   香川県高松市牟礼町原281番地1 

℡  087-870-1212 

Fax 087-870-1202 

 

－ 16 －
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ⅠⅠ  保保健健医医療療学学研研究究科科のの基基本本理理念念・・目目的的    

人々の健康と自立の支援を基本理念として、保健医療の分野においてより高度で専門 

的な学術理論及び実践能力を修得するとともに、包括的な判断能力と指導力を有する高 

度専門職業人を育成する。また、保健・医療・福祉が連携した質の高い総合的サービス 

を提供し、高度な専門知識を持ち、新規かつ独創的な研究成果を発信する研究能力を持 

つ教育者・研究者を育成することにより、地域の保健医療の質向上、人々の健康増進、 

ひいては、健康長寿社会の推進や次世代育成支援に寄与する。 

ⅡⅡ  看看護護学学専専攻攻ののアアドドミミッッシショョンンポポリリシシーー、、カカリリキキュュララムムポポリリシシーー、、デディィププロロママポポリリシシーー    

１１  アアドドミミッッシショョンンポポリリシシーー  

 本学大学院保健医療学研究科看護学専攻では、基本理念・目的を達成するため、次のような

資質を備えた人を求めています。 

(1) 生命の尊厳を畏敬する深い人間愛と洞察力をもつ人 

(2) 看護の課題を科学的に探究し、エビデンスを活用する専門性をもちリーダーシップの発

揮を志す人 

(3) 看護実践や教育・研究に対する真摯な構想力や想像力、実践力を高めようとする人 

(4) 看護学の発展に寄与できるアイデンティティを形成し、知識基盤社会の発展を目指して

真理の追究を志す人 

２２  カカリリキキュュララムムポポリリシシーー  

 保健医療学研究科看護学専攻の教育目的に則って、エビデンスのある看護実践を創造する基

礎的研究能力を身に付けると共に、専門性の高い看護実践能力を持ち、地域の保健・医療・福

祉の場で、リーダーシップとマネジメント力を発揮し、地域の保健医療活動や後輩育成に貢献

できる人材を輩出するために、以下のような方針に基づいてカリキュラムを編成する。 

 

博士前期課程は、専門共通科目16単位以上（必修6単位、選択10単位以上）と専門領域科

目4単位以上、特別研究10単位を修得する。 

専門共通科目は、広い視野で看護実践やその課題を捉えられ看護学研究の基盤となる 12 科

目「先端医学論」「チーム医療特論」「保健統計学特論」「生命・医療倫理論」「英論文作成概論」

「看護理論」「看護と哲学」「質的研究方法論」「量的研究方法論」「地域包括ケア特論」「看護政

策特論」「看護教育学特論」を置く。 

専門領域科目は、看護実践の探求と基礎的研究能力を育成するために各専門領域において「特

論」「演習」を置く。 

専門領域は、「基盤開発看護学領域」「地域看護学領域」「精神保健看護学領域」「療養支援看

護学領域」「次世代育成看護学領域」の５領域で構成し、看護実践の質の向上と変革をめざす。 

（1）基盤開発看護学領域では、あらゆる看護の対象と場における共通基盤である「看護専門職

として成長・発展」および「エビデンスに基づく看護」について探究する。 

（2）地域看護学領域では、地域における今日的課題を考究すると共に、地域で生活する個人・

家族・集団および地域を対象とした看護実践において、生活の質の向上に貢献できる看護実

践力や方策を探究する。 

－ 17 －
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（3）精神保健看護学領域では、メンタルヘルスに健康問題を持つ本人と家族を取り巻く人々が 

その人らしい生活が生き生きと送れ、生活の質の向上を支援する看護実践を探究する。 

（4）療養支援看護学領域では、疾患や加齢により療養しているあらゆる健康レベルの本人や家

族を対象として、臨床における対象者の生活の質を高める看護実践・開発を探究する。 

(5)次世代育成看護学領域では、次世代を育成する看護の観点から、周産期の妊産褥婦を含め

広く女性を対象とした健康支援や子どもや家族の発達支援を探究する。 

特別研究は、研究課題となる専門領域科目の特論と演習における学修に連動した研究を遂

行し、専門性を深く探究した修士論文を完成させる。 

３３  デディィププロロママポポリリシシーー  

 修了要件となる単位を修得するとともに、必要な研究指導を計画的に受けた上で修士論文を

作成し、保健医療学研究科看護学専攻が行う修士論文の審査及び最終試験に合格し、下記の条

件をすべて満たす者に修士（看護学）の学位を授与する。 

（1）研究課題を探求し、研究目的に応じた方法を用いて成果を生みだす能力を有する。 

（2）看護の実践と研究において、倫理的判断と行動が遂行できる能力を有する。 

（3）専門領域の研究知見と看護実践の動向を把握し、批判的に検討し統合する能力を有する。 

（4）他者との討論を通して、自己と他者およびチームの成長につなげる能力を有する。 

ⅢⅢ  看看護護学学専専攻攻のの概概要要    

１ 専攻の名称及び構成 

研究科名 専攻名 専門領域名 

保健医療学研究科 看護学専攻 

基盤開発看護学領域 

地域看護学領域 

精神保健看護学領域 

療養支援看護学領域 

次世代育成看護学領域 

 

２ 学位の名称 

修士(看護学)  

 

－ 18 －
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３ 授業科目一覧  
科
目 
区
分 

授業科目の名称 配当年次 

単位数 授業形態 備考 

必 
修 

選 
択 

講 
義 

演 
習 

 

専
門
共
通
科
目 

先端医学論 1前  2 ○  オムニバス※ 

チーム医療特論 1後  2 ○  オムニバス※ 

保健統計学特論 1前  2 ○   

生命・医療倫理論 1後  2 ○  ※ 

英論文作成概論 1前  2 ○   

看護理論 1前 2  ○   

看護と哲学 1前  2 ○   

質的研究方法論 1前 2  ○   

量的研究方法論 1前 2  ○   

地域包括ケア特論 1後  2 ○   

看護政策特論 1後  2 ○   

看護教育学特論 1後  2 ○   

小計(12科目) － 6 18 － － 

専
門
領
域
科
目 

基
盤
開
発 

看
護
学
領
域 

基盤看護学特論 1前  2 ○   

基盤看護学演習 1後  2  ○  

小計(2科目) － 0 4 － － 

地
域
看
護
学
領
域 

公衆衛生看護学特論 1前  2 ○   

公衆衛生看護学演習 1後  2  ○  

在宅看護学特論 1前  2 ○    

在宅看護学演習 1後  2   ○  

小計(4科目) － 0 8 － － 

精
神
保
健 

看
護
学
領
域 

精神保健看護学特論 1前  2 ○    

精神保健看護学演習 1後  2   ○  

小計(2科目) － 0 4 － － 

療
養
支
援
看
護
学
領
域 

臨床実践看護学特論 1前  2 ○    

臨床実践看護学演習 1後  2   ○  

老年看護学特論 1前  2 ○    

老年看護学演習 1後  2   ○  

小計(4科目) － 0 8 －  

次
世
代
育
成 

看
護
学
領
域 

ウィメンズヘルス看護学特論 1前  2 ○    

ウィメンズヘルス看護学演習 1後  2   ○  

小児看護学特論 1前  2 ○    

小児看護学演習 1後  2   ○  

小計(4科目) － 0 8 － － 

特
別
研
究
科
目 

看護学特別研究 2通 10    ○  

小計(1科目) - 10 0 －  

合計 16 50 － － 

備考欄の※は臨床検査学専攻との合同授業科目 

  

－ 19 －
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４ 修了要件等 

専門共通科目16単位以上（必修6単位、選択10単位以上）と専門領域科目４単位以上及び

特別研究10単位の合計30単位以上を修得する。加えて必要な研究指導を受けたうえで、修士

論文の審査及び最終試験に合格すること。 

  

５ 授業科目の概要 

科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 担当教員 

専 

門 

共 

通 

科 
目 

先端医学論  近年、医学における技術の進歩は目覚ましいものがある。医

療の現場に最新の技術が導入された場合、医療従事者として円

滑に対応していく必要がある。本講では、注目されている先進

医学のトピックス、導入に際しての課題、将来の展望などを学

習し、医療現場において先進的医療にも対応できる資質を高め

ることを目標とする。 

（オムニバス方式/全15回） 

先端医学総論 5回  岡田  仁 

先端医学各論 10回 古山達雄、奥田潤、平川栄一郎、 

樋本尚志、多田達史 

 

教 授 古山達雄 

教 授 奥田 潤 

教 授 平川栄一郎 

教 授 樋本尚志 

教 授 多田達史 

教 授 岡田  仁 

チーム医療特論  より建設的なコラボレーションや創造的な医療現場を作るこ

とを目的に、超メタ理論としての構造構成主義の中核概念であ

る関心相関性の原理を学習する。さらに、不毛な対立を克服し

建設的に対立する信念対立解明アプローチの理論と技法を学

び、医療現場における信念対立を解明し、より妥当な判断を生

み出していくことを具体的な事例を交え探究する。 

 

教 授 多田達史 

准教授 森田公美子 

 

保健統計学特論 ライフサイエンスに関連する各分野において、集団を対象に

したデータ収集をともなう研究は、エビデンスの導出など当該

分野の発展において重要な役割を果たしている。本講義では、

定量的データを介して真理を探究する研究（量的研究）の実施

のために、研究計画、データ収集・管理、データ分析、結果の公

表の各段階において必要となる手続き、統計学に関する知識や

その活用について、統計解析ソフト（JMP）を使って学修する。 

 

教 授 比江島欣愼 

 

生命・医療倫理論 バイオサイエンス及び医療に従事する研究者、高度専門職業

人は、人権、生命倫理に十分な配慮を行いながら、医療を実践

して行かなければならない。生命科学の発展に伴って新たに生

じた倫理的諸問題、古くから解決の難しい医療倫理の問いにつ

いて、包括的にあるいは個別に、基礎知識や基本的考え方を学

ぶ。実例を用いたグループワーク、討議、ロールプレイ等の手

法も用いることで、「正解」を見つけにくい問いの前で、それ

でも考え続けることが倫理の本質であることを学ぶ。 

 

教 授 岡田 仁 

講 師 大栗聖由 

非常勤講師 

 塩田敦子 
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科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 担当教員 

英論文作成概論 研究で得られた成果を英論文として投稿する、あるいは和文

論文においても英文アブストラクトを記述するために必要な英

論文作成法の基礎について修得する。英論文を科学的に構成す

る要素を理解し、アクセプトされるための執筆・投稿のポイン

トを押さえる。さらに各研究デザイン特有の英語表現の事例等

を検討する。 

 

教 授 南 貴子 

看護理論 卓越した看護実践の基盤となる｢看護の諸理論｣を理解するた

めの知識を得る。さらに、実践への適応とその限界を検討し、

看護実践における理論の意義を探究する。 

(1) 看護実践・看護理論・看護研究に影響を及ぼしてきた

思想や理論の変遷を理解する。 

(2) 学んだ看護理論の知識を活用して、実践事例への適用

を試み、分析的・批判的に検討する。 

(3) 今日の臨床看護の実践、理論、研究を支える看護の理

論的基盤の在り方について議論する。 

 

非常勤講師 

當目雅代 

 

看護と哲学 看護学と哲学は、離れた存在に見える。しかし、医療の現場

で起きる疑問や問いに対し、深く「考える」ためには、哲学の

力が必要である。看護実践における問いに対し、既成の概念や

枠組みを棚上げしたうえで、根本的に問い考え捉えなおすこと

で、実践している看護の重要性や普遍性を再認識するととも

に、新しい考え方や枠組みを創出することが可能になる。 

本講では、これまでの哲学の流れを学修し、「人間は世界をど

う認識しているのか」についての理解を深めるとともに、哲学

の必要性を認識したエピソードを自己開示し、その問いに対す

る考えと根拠を示し、知識や価値観の体系化に挑戦する。 

 

教 授 近藤真紀子 

准教授 森田公美子 

非常勤講師 

出村和彦 

非常勤講師 

西村ユミ 

 

質的研究方法論  質的研究手法を用いた論文のクリティーク、質的研究手法を

用いた修士論文の実施を目指して、質的研究の基礎について探

求する。 

(1)看護実践における質的研究の意義 

(2)質的研究の理論的基盤 

(3)質的研究の種類 

(4)質的研究のデータ収集と分析 

(5)質的研究の評価 

 

教 授 近藤真紀子 

准教授 岩本真紀 

准教授 岡田麻里 

准教授 小林秋恵 

 

量的研究方法論 ライフサイエンスに関連する各分野において、原因と結果の

関連性は極めて関心の高い話題の1 つである。多くの研究・調

査が興味の因果を推論するために実施され、その結果はエビデ

ンスとして現場で活用されている。こうした研究・調査を正し

く実施したり、その結果を正しく活用したりするためには疫学・

統計学の知識は必要不可欠である。本講義では、因果推論に必

要とされる疫学・統計学の基本的な知識を学修し、研究デザイ

ンやバイアスを考慮した因果の指標の計算や解釈ができるよう

になることを目指す。 

 

教 授 比江島欣愼 

教 授 片山陽子 

准教授 植村裕子 

専 

門 

共 

通 

科 

目 
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科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 担当教員 

地域包括ケア特論 少子超高齢社会を迎え、多様なライフステージ及び健康状態

の対象を全人的に理解し、地域で包括的にケアするシステムの

構築が求められている。地域包括ケアの本質を理解し、地域包

括ケアシステムを取り巻く社会的背景や現状、今日的課題を明

確化した上で、地域包括ケア推進における政策面の知見を学修

し、医療・保健・福祉のあり方や多職種連携・協働を考察す

る。さらに、看護職がマネジメントすることの意義を考究し、

学生自身の探究課題に基づき、地域包括ケアを推進するための

課題解決への実践的示唆を共修する。 

 

教 授 片山陽子 

教 授 辻よしみ 

 

看護政策特論 看護制度と政策との関連を理解し、看護に求められる社会的

責務と政策について探求する。 

(1)看護にとっての政策課題やその変遷を理解する。 

(2)制作過程を理解し、政策課程への参画について学ぶ 

(3)看護政策の具体的な動きを知り、政策実現のインパクト

について学ぶ。 

 

非常勤講師 

井伊久美子 

看護教育学特論 看護専門職の継続教育及びキャリア開発に関する諸理論につ

いて理解を深め、看護学教育（基礎教育・継続養育）を展開する

場で活用するための基礎的能力を身につける。 

(1）看護キャリア開発に関する考え方を理解し、自己および

他者のキャリア開発について検討する。 

(2) 看護実践能力の概念と構造を理解し、能力開発の方法と

評価に関する現状を分析する。 

(3) 成人学習の原理について理解し、看護教育指導者として

の支援方法について探求できる。 

(4) 看護専門職のキャリア及び能力開発の考え方をもと

に、看護学生や看護職者への教育体制や教育環境の在り

方について考察する。 

 

教 授 小野美穂 

 

 

  

専 

門 

共 

通 

科 

目 
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科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 担当教員 

専 

門 

領 

域 

科 

目 

 

基

盤

開

発

看

護

学

領

域 

基盤看護学特論 あらゆる看護の対象と場における共通基盤である「看護

専門職としての成長・発展」および「エビデンスに基づく

看護」について探求する。基盤看護学の範囲から自己の関

心ある現象を焦点化し、関連する諸理論、制度政策、実践

方法、開発課題などを理解すると共に、自己の研究領域や

研究対象を検討する。学生の関心事項に沿って、講義、学

生によるプレゼンテーション、討論を組み合わせて授業を

展開する。 

教 授 小野美穂 

教 授 筒井邦彦 

准教授 小林秋恵 

 

基盤看護学演習 研究に取り組む上での自己の問題意識を明確にして、国内

外の文献レビューを行い、研究課題を設定する。まず、文献

レビュー方法を理解し、研究論文を検索入手した後、研究論

文の情報を整理する。次に、個々の研究論文を評価し、評価

した内容を比較検討する。研究論文全体の傾向を総括して、

自分の研究課題につなげる。さらに、研究目的に見合った研

究方法を探求し、研究方法の修得に取り組む。 

教 授 小野美穂 

教 授 筒井邦彦 

准教授 小林秋恵 

 

 

地

域

看

護

学

領

域 

公衆衛生看護学特論  地域全体を看護の対象ととらえ、そのしくみや地域保健の

あり方を考えて地域を看護する活動の展開が求められてい

る。そこで、本講では地域診断に関連するモデルや地域で生

活する人々に対する多様な看護実践方法を学び、個人・家族・

集団の健康と自立を目指す専門的実践のあり方を追求する。

また、地域で生活する個人や家族、地域社会のつながりに着

目し、風土や生活様式をも視野に入れた公衆衛生看護の理論

的背景を学び、アセスメントや看護方法及びケアマネジメン

ト、ケアシステムについて探究する。 

教 授 辻よしみ 

教 授 佐々木純子 

講 師 植原千明 

講 師 横溝朱美 

公衆衛生看護学演習  地域診断や個別事例のアセスメントを踏まえ、地域住民の

健康と自立を目指すケアマネジメントや地域ケアシステム

の構築及び保健計画の立案など地域における公衆衛生看護

の実践能力や方策について探究する。また、コミュニティア

セスメントや個別事例からみた地域の健康課題の発表と討

議、当該健康課題から立案した保健計画や公衆衛生看護実践

についての討議並びに公衆衛生看護関連文献レビューと討

議、研究計画書の立案検討及び発表・討議を通して研究課題

を見出し、修士論文に反映させる。 

教 授 辻よしみ 

教 授 佐々木純子 

講 師 植原千明 

講 師 横溝珠実 

 

在宅看護学特論 在宅療養者及び家族のQOL向上に貢献できる看護実践のあ

り方を探究すると共に、在宅ケアに関連する今日的課題及び

課題解決の方向性について、諸理論や社会システム、政策と

の関わりにおいて考究する。講義は各学生の看護実践経験と

学際的アプローチを統合し、学生の主体的学習を基本とす

る。 

教 授 片山陽子  

准教授 岡田麻里 

在宅看護学演習 在宅看護に関連する理論を理解し、看護実践の質向上に貢

献するための研究的アプローチと研究倫理を考究する。学生

の臨床疑問に基づき、適切な看護研究過程を展開できること

を目的に特論に続き、文献レビューを実施し、研究課題と目

的を明確化する。研究課題・目的に応じた研究方法と科学的

な検証方法の選択についてゼミナール形式で学修し、研究計

画立案のプロセスを展開する。 

教 授 片山陽子  

准教授 岡田麻里 
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科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 担当教員 

専 

門 

領 

域 

科 

目 

精

神

保

健

看

護

学

領

域 

精神保健看護学特論 メンタルヘルスに問題をもつ人が、その人らしく生き生き

と生活をすることを目的として、生活の質を向上する支援を

実践するための理論的基盤を学ぶ。また、対象者に内在する

能力・自信・願望などのストレングスへの着目と、効果的な

社会的資源の活用によって、対象者の健康と自立を支援する

方法を学ぶ。 

さらに、認知行動療法の理論と方法を学び、対象者が自分

自身で自らを助ける（自助）ための援助方法を学ぶ。 

 

教 授 則包和也 

准教授 土岐弘美 

講 師  多田羅光美 

精神保健看護学演習 メンタルヘルスの問題に関する看護支援の開発を踏まえ

て、学生が関心をもつ領域の文献検討によって、問題の明確

化と研究課題の絞り込みを行う。その後、研究課題の意義と

背景、研究目的や研究方法の設定を経て、プレゼンテーショ

ンと討議から得た知見を活かして、研究計画書を作成する。 

 

教 授 則包和也 

准教授 土岐弘美 

講 師  多田羅光美 

療

養

支

援

看

護

学 

領

域 

臨床実践看護学特論 あらゆる健康レベルにある対象者とその家族を全人的に

理解しQOLを高めるための看護実践について探求する。主要

な概念・理論・モデルを系統的に理解すると共に、これらを

用いて、自己の経験した事例を分析し、理論・モデルの実践

的活用を目指す。加えて、急性期・慢性期・回復期・終末期

の研究の動向や今日的課題、最新医学に伴う看護ケアの開

発、生命倫理の問題についても探求する。 

 

教 授 近藤真紀子 

准教授 岩本真紀 

准教授 森田公美子 

講 師 岡西幸恵 

臨床実践看護学演習 院生の関心領域に関して文献レビューを行い、国内外の研

究の動向を明確にする。この過程を通して、修士論文でとり

くむ研究課題とその意義を明確にする。加えて、修士論文で

実施する研究方法論の理論的基盤・データ収集方法・分析法、

および倫理的配慮についての検討を深める。 

 

教 授 近藤真紀子 

准教授 岩本真紀 

准教授 森田公美子 

講 師 岡西幸恵 

老年看護学特論 老年期にあり、健康問題(認知症など)をもつ対象者とその

家族を全人的に理解し、Quality of lifeを高める看護につ

いて探求する。そのために、老年期の心理社会的課題、高齢

者総合機能評価、認知症高齢者ケアモデルなど、Quality of 

life を高める看護実践を支持する理論的基盤、概念につい

て学ぶ。さらに、老年看護学の動向や今日的課題を分析・考

察する。 

 

教 授 吉本知恵 

講 師 竹内千夏 

 

老年看護学演習  学生の関心領域に関する文献レビューを行い研究の動向

を把握すると共に、プレゼンテーション及びディスカッショ

ンを行い研究課題と研究の意義を明確化する。また、研究課

題を明確化するための研究方法や倫理的配慮について検討

し、研究計画書を作成する。 

 

教 授 吉本知恵 

講 師 竹内千夏 
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科目 
区分 

授業科目の名称 講義等の内容 担当教員 

専 

門 

領 

域 

科 

目 

次 

世 

代 

育 

成 

看 

護 

学 

領 

域 

 

ウィメンズヘルス 

看護学特論 

 生涯を通じた女性と家族の健康支援を目指し、ライフサイ

クル各期、子どもを産み育てる妊娠・出産・育児のライフス

テージ等、各々の発達段階における健康課題について、ウィ

メンズヘルスの観点から性と生殖に関する看護の諸概念・理

論・方法論について学習する。特に､(1)性と生殖に関する今

日的問題と課題、(2)母性・父性や育児性などの主要概念、

(3)次世代育成と支援方法に関する諸理論、(4)子育てにおけ

る相互浸透行為と乳幼児虐待など問題への対応、(5)学童期・

思春期の健康など、女性と家族の健康支援に焦点をあてたウ

ィメンズヘルス看護学に関する知識の体系化を目指し、専門

性・独創性を重視した看護実践方法について探究する。 

 

教 授 木戸久美子 

准教授 植村裕子 

講 師 松下有希子 

ウィメンズヘルス 

看護学演習 

 ウィメンズヘルス看護学特論で学習した諸概念・理論・方

法論を基盤として、看護実践に必要な能力を養う。文献クリ

ティークと事例検討を行い、自らの研究課題と修士論文作成

に反映する。特に、生涯にわたる女性と家族や子どもと親の

健康支援について探究する。(1)ライフサイクル各期、妊娠・

出産・育児のライフステージにおける女性の健康課題、（2）

親と子と家族の健康課題と発達支援の方法、(3)遺伝相談や

不妊治療などの生殖補助医療に関する今日的な課題の分析

について焦点をあて、心理学的・文化社会学的な特性を踏ま

え、より健康的な生活を目指したウェルネス志向型のウィメ

ンズヘルス看護学について科学的に探究する。  

 

教 授 木戸久美子 

准教授 植村裕子 

講 師 松下有希子 

小児看護学特論 子どもとその家族を理解する様々な理論を学習し、子ども

とその家族が健康に生活できる力をつけるための支援方法

について探求する。さらに、複雑な健康問題がある子どもと

その家族がおかれている現状や問題点についても概観し、社

会的な資源の実際と活用方法、調整方法について学習し、子

どもの健康レベルや状況に応じた、子どもの発達を支援する

効果的なケアについて検討する。 
 

教 授 枝川千鶴子 

小児看護学演習 小児看護学特論での学びを基に、より深く探求したい関心

領域の国内外の文献レビューと、実践現場のリサーチを行

い、新たな研究課題を見出す。その過程で、文献のクリティ

ークとディスカッション、プレゼンテーションの能力を高め

る。 

 

教 授 枝川千鶴子 
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地域看護学領域 在宅看護学領域における知見や自らの臨床疑問を基に、在宅看護

学演習に続き、研究課題の焦点化、研究方法の精選に関する検討を

重ね、研究プロセスを実施する。研究プロセスの実践においては、

ゼミナールで討論やプレゼンテーションを行い、学生の主体的学修

を基盤に修士論文の作成を支援する。主として担当できる分野は、

（1）在宅高齢者のエンド・オブ・ライフケアに関する研究、（2）在

宅ケアに携わる看護師の育成や支援に関する研究、（3）Advance 

Care Planning（ACP）、意思決定支援に関する研究である。 

 

教 授 片山陽子 

公衆衛生看護学領域における自己の問題意識を基に文献検討の充

実を図り、研究課題の明確化及び焦点化、研究方法の精選を行い研究

計画の立案及び研究の実施、修士論文作成に向けて支援する。主とし

て担当できる分野は、（1）保健活動推進のための地域診断に関する研

究、（2）公衆衛生看護活動に関すること、（3）公衆衛生看護学の教育

方法に関する研究である。 

 

教 授 辻よしみ 

  

科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 担当教員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特 

別 

研 

究 

科 

目 

看護学特別研究 （概要） 

基盤開発看護学領域（基盤看護学）、精神保健看護学領域、地域看

護学領域（公衆衛生看護学、在宅看護学）、療養支援看護学領域（臨

床実践看護学、老年看護学）、次世代育成看護学領域（ウィメンズへ

ルス看護学、小児看護学）の中から希望する研究科目を選択し、当該

科目における研究課題の解決方法等について、担当教員の指導のもと

修士論文の作成に向けて研究を行う。 

 

 

基盤開発看護学 

領域 

自己の研究課題に沿って研究計画を立て、研究遂行に関わる諸条件

を整え研究計画書の完成度を高める。さらに、具体的な研究手法、す

なわち、データ収集やデータ分析のスキルの精錬を図りながら、研究

を進める中で生じる疑問や課題の解決のためのディスカッションを

重ね、研究展開を推進する。このプロセスの中で、フィールド調査か

ら得られたデータを分析し、研究課題についての考察を深め、論理的

一貫性のある修士論文を完成する。主として担当できる分野は、（1）

看護教育に関する研究（2）患者教育に関する研究、（3）糖尿病看護、

がん看護に関する研究である。 

 

教 授 小野美穂 

文献レビューと研究方法に関する検討、ゼミナールで討論やプレゼ

ンテーションを行い、研究課題を明確化する。特に実際に機器を用い

た量的研究の方法論を習得し、データの収集、解析に必要な研究能力

を身につける。主として担当できる分野は、（1）胃瘻造設者等におけ

る消化管運動の研究、（2）在宅看護における超音波検査技術の応用に

関する研究、（3）看護学生における機器を用いたアセスメント能力向

上に関する研究である。 

 

教 授 筒井邦彦 

基盤看護学特論と演習を通して設定した研究課題の研究計画書に

基づき、修士論文の作成にむけた研究プロセスを支援する。主として

担当できる分野は、(1)脳卒中ケアに関する研究、(2)地域における包

括的脳卒中予防のための人材育成に関する研究、(3)多職種連携協働

に関する研究である。 

 

准教授 小林秋恵 
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科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 担当教員 

特 

別 

研 

究 

科 

目 

地域看護学領域 

 

 地域看護学領域における実践・研究の動向を概観し、自らの研究

課題の明確化とそれを解明していく研究の理論的枠組みと研究方法

の精選、修士論文作成までの⼀連の過程を支援する。主として担当

できる分野は、（1）地域看護に関する研究、（2）訪問看護ステーシ

ョンの運営・管理に関する研究、（3）地域における連携に関する研

究等である。 

 

教 授 佐々木純子 

地域・在宅看護学領域における社会的背景を踏まえ、自己の臨床

経験等を振り返り、論文クリティーク、研究課題の明確化を行う。

自らの研究テーマと地域課題のつながりを考察し、地域貢献につな

がる研究展開を推進する。主として担当できる分野は、(1)地域で活

動する障がいや病をかかえる自助グループ支援に関する研究、(2)地

域包括ケアを推進する多職種連携と人材育成に関する研究、(3)在宅

や施設における看取りケアに関する研究である。 

 

准教授 岡田麻里 

地域で暮らす人々やその家族、それらの人々に関わる保健師の課

題について、自己の問題意識を基に文献検討やディスカッションを

通して研究課題を明確にしていく。また、研究のプロセスに沿って

修士論文作成までの一連の過程を支援する。主として担当できる分

野は、（1）保健師の地区活動に関する研究、（2）保健師の公衆衛生

看護技術に関する研究、（3）公衆衛生看護学の教育方法に関する研

究である。 

 

講 師 植原千明 

地域特性や変化する社会的ニーズ、自らの経験を踏まえた課題や

疑問などから、自己の研究課題を焦点化し、研究プロセスの習得お

よび修士論文作成への支援を行う。主として担当できる分野は、(1)

児童虐待予防における支援体制の整備に関する研究、(2) 子育て支

援に関する研究、(3)地域における多職種連携に関する研究である。 

 

講 師 横溝珠実 

精神保健看護学 

領域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 精神と身体を包括的に捉える視点をもち、メンタルヘルスに問題

を持つ人への看護について、認知や感情、行動等の関連に着目しな

がら、常に対象者から学びつつ、自己対処能力を支援するアプロー

チについて深く探求する。主として担当できる分野は、(1)精神疾患

をもつ人への治療的な看護の研究、 (2)認知行動療法を活用した看

護の研究、(3)精神疾患をもつ人や家族への心理教育に関する研究で

ある。 

 

教 授 則包和也 

メンタルヘルスに健康問題をもつ人、認知症をもつ人、その人を

取り巻く人々を対象とした学生の研究課題が、臨床や教育に貢献で

きる知識や新しいアイデアを生み出す枠組みとなることを目指し、

研究のプロセスに沿って、修士論文を作成することを支援する。主

として担当できる分野は、(1)メンタルヘルスの健康問題をもつ対象

者や家族の支援に関する研究、(2)認知症をもつ対象者や家族、その

人を取り巻く人々に関する研究、(3)看護職者のメンタルヘルスに関

する研究である。 

 

准教授 土岐弘美 
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科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 担当教員 

精神保健看護学 

領域 

メンタルヘルスに健康問題を持つ人ならびに家族、支援者である

看護職のメンタルヘルスや看護職の継続教育に関連した研究課題を

文献検討やディスカションを通じて探求する。そして、研究の一連

のプロセスに沿って、修士論文を作成することを支援する。主とし

て担当できる分野は、（1）メンタルヘルスの健康問題をもつ人や家

族への支援に関する研究、（2）看護職者のメンタルヘルスに関する

研究、（3）看護職者の継続教育に関する研究である。 

 

講 師 多田羅光美 

療養支援看護学 

領域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加齢や疾患による健康問題を抱える高齢者及びその家族、それら

の人々に関わる看護職に関する研究課題に関して、研究のプロセス

にそって研究を行い、修士論文を作成することを支援する。主とし

て担当できる分野は、(1)高齢者の病院からの移行を支援する看護に

関する研究、(2)認知症など健康障害を抱えた高齢者及び家族の看護

に関する研究、(3)老年看護学の教育方法に関する研究である。 

 

教 授 吉本知恵 

病いと共に生きる患者とその家族の有する健康問題を解決し、QOL

を高めるための看護方略の創造を目指して、修士論文の一連の過程を

支援する。主として担当できる分野は、(1)質的帰納的研究手法を用

いた研究、(2)病いを有する（急性期・慢性期・回復期・終末期）対

象とその家族への支援方法の開発に関する研究、(3)医療倫理・看護

理論に関する研究、(4)看護実践の理論化に関する研究など、臨床に

即した研究である。 

 

教 授 近藤真紀子 

様々な健康問題を抱える人々やその家族、それらの人々に関わる

看護職の課題について、自己の問題意識を基に文献検討を行い、研

究のプロセスに沿って修士論文が作成できるように支援する。主と

して担当できる分野は、（1）健康問題を抱える人または家族の持つ

力に関する研究、（2）健康問題を抱える人の意思決定支援に関する

研究、（3）成人看護学の教育方法に関する研究である。 

 

准教授 岩本真紀 

成人看護学領域の看護実践から引き出された研究課題に対し、看

護実践に貢献する成果を得ることを目指した修士論文の作成を支援

する。主として担当できる分野は、（1）疾患と治療による生活の変

化や全人的な苦痛を体験する人の対処とその支援に関する研究、

（2）各疾患の特性と対象者のライフサイクルを踏まえた看護に関す

る研究、（3）成人を対象とした専門看護領域をもつ看護師の実践知

とそれを高める教育に関する研究である。 

 

准教授 森田公美子 

加齢および疾患に伴う健康問題を持つ高齢者とその家族、それら

の人々に関わる看護職の課題について研究プロセスに沿って修士論

文の作成を支援する。主として担当できる分野は、(1)病院から在宅

への移行期にある高齢者や家族への支援に関する研究、(2)看護職の

移行支援に関する研究、(3)老年看護学の教育方法に関する研究であ

る。 

 

講 師 竹内千夏 

特 

別 

研 

究 

科 

目 
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科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 担当教員 

療養支援看護学 

領域 

様々な健康レベルにある成人期の患者・家族が抱える健康問題やそ

の看護に関する臨床疑問を研究課題につなぎ、研究のプロセスを踏み

ながら修士論文完成に向けて支援を行う。主として担当できる分野

は、（1）健康問題を抱えながら生きる人の調和に関する研究（2）が

んサバイバーの健康を支える看護支援に関する研究（3）成人看護学

領域の教育方法に関する研究である。 

 

講 師 岡内幸恵 

次世代育成看護学

領域 

 母性看護学および助産学の視点から、女性の生涯にわたる健康に関

する課題を明確にし、修士論文完成にむけて研究支援を行う。主とし

て担当できる分野は、ウィメンズヘルスケア及びマタニティケアに関

する研究領域のうち(1)妊娠前からの女性の健康を考えるプレコンセ

プションヘルスケアに関する研究、(2)育児を行う母親および父親の

精神面の健康（産後うつ）とその支援に関する研究、(3)知的障害や

発達障害のある女性の妊娠、出産、育児支援に関する研究、(4)母性

看護学及び助産学領域の教育方法（シミュレーション教育を含む）に

関する研究である。 

 

教 授 木戸久美子 

 

 小児看護学の文献検討をもとに、社会に還元できる研究ができるよ

うに支援する。主として担当できる研究分野は、(1)子どもと家族の

健康管理および病気対処行動に関する研究、(2)ハイリスク新生児と

家族の看護に関する研究、(3)在宅移行期における子どもと家族の支

援に関する研究などである。 

 

教 授 枝川千鶴子 

母性看護学および助産学の視点から、女性と家族の生涯にわたる健

康に関する課題を明確にし、修士論文完成に向けて研究支援を行う。

ウィメンズヘルスケアおよびマタニティケアに関する研究領域のう

ち主として担当できる研究分野は、(1)母性看護学および助産学領域

の教育（教材開発、シミュレーション教育）に関する研究、(2)女性

と家族の健康支援に関する研究（育児支援を含む教材開発）、(3)マタ

ニティケアに関する研究である。 

 

准教授 植村裕子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 

別 

研 

究 

科 

目 
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〒761-0123　香川県高松市牟礼町原281番地１
　　　　　　TEL　087-870-1212
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